
琉
り ゅ う

球
き ゅ う

王国の繁
は ん

栄
え い

と交
こ う

易
え き

進
しん

貢
こう

船
せん

は、中国への朝
ちょう

貢
こう

や交
こう

易
えき

のために用
いられた大

おお
型
がた

帆
はん

船
せん

。船首の獅
し

子
し

の絵と側面
にえがかれた目玉が特

とく
徴
ちょう

的
てき

です。14世
せい

紀
き

から19世
せい

紀
き

中期まで使われました。
（所蔵：沖縄県立博物館・美術館）

進
しん

貢
こう

船
せん

の図

日本朝
ちょう
鮮
せん

中国

シャム王国

マラッカ王国

マジャパヒト王国

ジャワ島

ボルネオ島スマトラ島

安
あん
南
なん

琉
りゅう
球
きゅう

ルソン島

堺
さかい

博
はか

多
た

坊
ぼう

津
のつ

釡
プ

山
サン

那
な

覇
は

北
ペ

京
キン

杭
こう

州
しゅう

福
ふく

州
しゅう

広
かん

東
とう

アユタヤ

パタニ

マラッカアチェ

ジャンビ
パレンバン

カラパ グレシク

中国や東南アジアの
国ぐにとの交

こ う

易
え き

　1429年に誕
たん

生
じょう

した琉
りゅう

球
きゅう

王国では、王となっ
た尚

しょう

巴
は

志
し

が尚
しょう

姓
せい

を名乗ったことから、これが王
家の姓

せい

となりました。尚
しょう

巴
は

志
し

が開いた王
おう

統
とう

を
「第一尚

しょう

氏
し

王
おう

統
とう

」といいます。
　1470年にはクーデターが起

お

こり、新たな王
おう

統
とう

が成立しました。これを「第二尚
しょう

氏
し

王
おう

統
とう

」と
よびます。以後、琉

りゅう

球
きゅう

王国は1879年までつづ
いていくことになります。

約450年間つづく琉
り ゅ う

球
き ゅ う

王国

第一尚
しゅう

氏
し

王
おう

統
とう

6代目の王・尚
しゅう

泰
たい

久
きゅう

の命に
よってつくられました。

（所蔵：沖縄県立博物館・美術館）

万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

中国王朝から国としてみとめられた琉
りゅう

球
きゅう

王国は、交
こう

易
えき

国家として発
はっ

展
てん

します。交
こう

易
えき

範
はん

囲
い

は東アジアにかぎらず、東南アジア諸
しょ

国
こく

にもおよん
でいました。

琉
りゅう

球
きゅう

王国の海外貿
ぼう

易
えき

琉
りゅう
球
きゅう
王国は、交

こう
易
えき
によってもたら

された中国や朝
ちょう
鮮
せん
、日本などの文化

を積極的に取り入れて、琉
りゅう
球
きゅう
独
どく
自
じ

の文化を形成していきました。
　13世

せい
紀
き
ごろには、日本から文字

が伝えられ、歌
か
謡
よう
集
しゅう
『おもろさうし』

が編
へん
集
しゅう
されます。これは、沖縄･奄

あま

美
み
諸
しょ
島
とう
に伝わる古い歌

か
謡
よう
で，おもに

神をまつる行事でうたわれました。
14世

せい
紀
き
の終わりごろには中国から

三線が伝わり、芸
げい
能
のう
がさかんになり

ました。18世
せい
紀
き
には冊

さく
封
ほう
使
し
をもて

なすために、組
くみ
踊
おどり
がつくられました。

このほか、漆
しっ
器
き
や紅

びん
型
がた
など、独

どく
自
じ
の

工芸品も生まれました。（➡3巻
かん
）。

花開いた琉
りゅう

球
きゅう

文化

日本の能
のう

や狂
きょう

言
げん

、歌
か

舞
ぶ

伎
き

と琉
りゅう

球
きゅう

の文化
が融

ゆう
合
ごう

した組
くみ

踊
おどり

。写真は組
くみ

踊
おどり

の代表作
「二

に
童
どう

敵
てき

討
うち

」の一場面です。
（写真提供：国立劇場おきなわ）

組
くみ

踊
おどり

三
さん

線
しん

は琉
りゅう

球
きゅう

から安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代の日本に伝えられ、三味線につくり
かえられて18世

せい
紀
き

には歌
か

舞
ぶ

伎
き

音楽などの重要な楽器となりました。

紅
びん

型
がた

は首
しゅ

里
り

王府の保
ほ

護
ご

のもとで、中国の型
かた

紙
がみ

やジャワ更
さら

紗
さ

の技
ぎ

法
ほう

を
取り入れて琉

りゅう
球
きゅう

独
どく

自
じ

の
染
そめ

物
もの

として育ちました。

紅
びん

型
がた

琉
りゅう
球
きゅう
王国が栄えていたころ

の日本は、室
むろ
町
まち
幕
ばく
府
ふ
の時代で

した。琉
りゅう
球
きゅう
は中国や東南アジ

アで仕入れた生糸や香料など
を日本へ売り、日本からは日
本刀や漆

しっ
器
き
などを買い入れて

いました。琉
りゅう
球
きゅう
から日本にも

たらされた品々は上流階級の
間で重

ちょう
宝
ほう
がられ、幕

ばく
府
ふ
も奉

ぶ
行
ぎょう

をおいて貿
ぼう
易
えき
を奨

しょう
励
れい
しまし

た。琉
りゅう
球
きゅう
には日本からやって

きたお坊さんがいて、仏
ぶっ
教
きょう
や

日本文化を伝えるとともに、
琉
りゅう
日
にち
貿
ぼう
易
えき
のパイプ役を果たし

ていたのです。

琉
りゅう

球
きゅう

と日本の関係

琉
りゅう

球
きゅう

王国は、中国からあたえられた大
おお

型
がた

帆
はん

船
せん

で、朝
ちょう

鮮
せん

や日本だけでなく東南アジア諸
しょ

国
こく

とも
交
こう

易
えき

をおこない、中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

による海洋国家とし
て栄えました。1458年につくられ、首

しゅ

里
り

城
じょう

正
せい

殿
でん

にかけられた万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

には、「琉
りゅう

球
きゅう

国
こく

は
南海の恵

めぐ

まれた地
ち

域
いき

にあり、朝
ちょう

鮮
せん

の豊
ゆた

かな文化
を取り入れ、中国と日本とはとても重要な関係
をもっている。琉

りゅう

球
きゅう

はまさに理
り

想
そう

郷
きょう

である。船
をかけ橋（津

しん

梁
りょう

）にして諸
しょ

外
がい

国
こく

と交
こう

易
えき

をしてい
るので、国内はめずらしい品物や宝

たから

物
もの

で満ちあ
ふれている」という、琉

りゅう

球
きゅう

王国の繁
はん

栄
えい

がわかる
内
ない

容
よう

が刻
きざ

まれています。

アタリ

三
さん

線
しん
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日本による中国進出
アメリカ軍の太平洋艦

かん
隊
たい

と基
き

地
ち

のあったハ
ワイ州の真

しん
珠
じゅ

湾
わん

に、日本軍が奇
き

襲
しゅう

攻
こう

撃
げき

をし
ました。炎

えん
上
じょう

するアメリカの戦
せん

艦
かん

アリゾナ。
（写真提供：ロイター＝共同）

真
しん

珠
じゅ

湾
わん

攻
こう

撃
げき

日本軍の戦線拡
かく

大
だい

1941年12月～1942年6月ごろ
アジア太平洋戦争がはじまると、日本軍は
フィリピン、シンガポール、ジャワ島（イン
ドネシア）を次つぎに占

せん
領
りょう

し、1942年6月ご
ろまでに東南アジアをふくむ南太平洋の広
い範

はん
囲
い

にまで前線を広げました。

アジア太平洋戦争への
道のり

アジア太平洋戦争と沖縄

　明治時代以
い

降
こう

、日本は日
にっしん

清戦争、日
にち

露
ろ

戦争、
さらに、第一次世界大戦に参戦して勝利し、朝

ちょう

鮮
せん

半島や中国に勢
せい

力
りょく

を広げていきました。とく
に清

しん

（中国）において、日本は満
まん

州
しゅう

（中国東北地
方の古いよび名）に陸軍部隊、のちの「関

かん

東
とう

軍
ぐん

」
をおき、戦争で得

え

た領
りょう

土
ど

や権
けん

益
えき

を守りつつ、本
ほん

格
かく

的
てき

な中国進出をもくろみます。
　一方、中国では、1911年に清

しん

国
こく

がほろび、
翌
よく

年
ねん

、中
ちゅう

華
か

民
みん

国
こく

が成立しました。1931年、そ
の中

ちゅう

華
か

民
みん

国
こく

で関
かん

東
とう

軍
ぐん

が満
まん

州
しゅう

を占
せん

領
りょう

し、翌
よく

1932
年に「満

まん

州
しゅう

国
こく

」を建国します（満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

）。満
まん

州
しゅう

国
こく

は表向きは独
どく

立
りつ

国
こく

ですが、実
じっ

際
さい

は関
かん

東
とう

軍
ぐん

が実
じっ

権
けん

をにぎっていました。

満
まん
州
しゅう
国
こく

真
しん
珠
じゅ
湾
わん
（オアフ島）

日本

オランダ領
りょう
東インド

ソヴィエト連
れん
邦
ぽう

モンゴル
人民共和国

朝
ちょう
鮮
せん
半島

マレー半島

フィリピン

シンガポール

アメリカ

1941年12月8日
真
しん
珠
じゅ
湾
わん
奇
き
襲
しゅう
攻
こう
撃
げき

日中戦争と第二次世界大戦
関
かん

東
とう

軍
ぐん

による強引な満
まん

州
しゅう

国
こく

の建国によって、
中国の日本に対する反発は高まっていきまし
た。こうした状

じょう

況
きょう

のなか、1937年7月、中国・
北
ペ

京
キン

郊
こうがい

外の盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

で、日本軍と中国軍が衝
しょう

突
とつ

。
これをきっかけに日中戦争がはじまります。
　一方、ヨーロッパでは、ヒトラー率

ひき

いるナチ
ス・ドイツが、イギリスやフランスとの対立を
深めていました。そして、1939年9月、ドイ
ツがポーランドに侵

しん

攻
こう

したことをきっかけに、
第二次世界大戦がはじまりました。

アジア太平洋戦争開戦
　日中戦争は中国の強力な抵

てい

抗
こう

により、どろ沼
ぬま

化
か

していきました。日本は戦争をつづけるた
めに、軍事物

ぶっ

資
し

を求めて東南アジアに進出しよ
うとします。しかし、このころ東南アジアの国
ぐにを植民地としていたアメリカやイギリスが
これに猛

もう

反発し、日本への石油輸
ゆしゅつ

出を禁
きん

止
し

する
などの経

けい

済
ざい

制
せい

裁
さい

を加えます。日本はこれに対
たい

抗
こう

するために、1940年9月、ドイツ、イタリア
と日

にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
こく

同
どう

盟
めい

を結び、アメリカ、イギリス
などをふくむ「連合国」と対立していくことに
なります。
　1941年12月8日、日本陸軍がイギリス領

りょう

マレー半島に上陸し、日本海軍がハワイの真
しん

珠
じゅ

湾
わん

を奇
き

襲
しゅう

攻
こう

撃
げき

します。これをきっかけに、アジ
ア太平洋戦争がはじまりました。

日本は連合国として参戦し勝利。中
国・三

さん

東
とう

半島の権
けん

益
えき

などを得
え

る。

第一次世界大戦（～1918年11月）
1914年7月

関
かん

東
とう

軍
ぐん

が満
まん

州
しゅう

を占
せん

領
りょう

。満
まん

州
しゅう

国
こく

を建国。
満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん
（～1933年5月）

1931年9月

盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

での日本軍と中国軍の衝
しょう

突
とつ

を
きっかけに開戦。

日中戦争（～1945年8月）
1937年7月

ドイツのポーランド侵
しん

攻
こう

をきっかけ
に開戦。

第二次世界大戦（～1945年）
1939年9月

日本陸軍がマレー半島に上陸、海軍
がハワイの真

しん

珠
じゅ

湾
わん

を攻
こう

撃
げき

したことで
開戦。

アジア太平洋戦争（～1945年）
1941年12月

1941年12月8日
マレー半島上陸

ジャワ島

1942年2月
シンガポールのイギリス軍が降

こう
伏
ふく

1942年3月
ジャワ島のオランダ軍が降

こう
伏
ふく

1942年1月
フィリピンのマニラを占

せん
領
りょう

日本の領
りょう
土
ど

日本軍の攻
こう
撃
げき
進路

日本軍の前線（最大進出線）

台
たい
湾
わん

中
ちゅう
華
か
民
みん
国
こく

（出典：『図説日本史通覧』帝国書院）
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学徒隊動員数と死者数
沖縄戦❷

動員数

240名
   内

うち
訳
わけ

   師
し

範
はん

学校女子部  157人　
   第一高等女学校 65人　
   教

きょう
師
し

18人

死者数

136名
   内

うち
訳
わけ

   師
し

範
はん

学校女子部 81人
   第一高等女学校 42人
   教

きょう
師
し

13人
女子学徒隊は、ひめゆり学徒隊のほ
かに８校から283人が動員され、65
人が亡

な
くなっています。

ひめゆり学徒隊　沖縄戦では、軍の補
ほ

助
じょ

要員として、師
し

範
はん

学校
や旧

きゅう

制
せい

中学校の10代の男子生徒たちも戦場に
動員されました。現

げん

在
ざい

の学年でいえば、ほぼ中
学1年生から大学1年生にあたります。上級生
は「鉄血勤

きん

皇
のう

隊
たい

」に、下級生は「通信隊」に編
へん

成
せい

されました。鉄血勤
きん

皇
のう

隊
たい

は二等兵の階級があた
えられ、軍の陣

じん

地
ち

をつくる作業や武
ぶ

器
き

・弾
だん

薬
やく

な
どの運

うん

搬
ぱん

にあたりました。アメリカ軍の上陸後
は、刀や手りゅう弾

だん

を持って敵
てき

地
ち

に斬
き

りこんだ
り、爆

ばく

弾
だん

を背
せ

負
お

っての戦車攻
こう

撃
げき

に参加させられ
たりもしました。通信隊は、暗号を記

き

憶
おく

して情
じょう

報
ほう

伝達や、爆
ばく

撃
げき

で切
せつ

断
だん

された電話線の修
しゅう

復など
の任

にん

務
む

に従
じゅう

事
じ

しました。沖縄戦により、半数以
上の学徒が学業半ばで亡

な

くなりました。

沖縄師
し

範
はん

学校女子部・
沖縄県立第一高等女学校

　1945年３月23日の深夜、沖縄師
し

範
はん

学校女
子部・沖縄県立第一高等女学校の生徒222人
は、18人の教

きょう

師
し

に引
いん

率
そつ

されて、南
は

風
え

原
ばる

の沖縄
陸軍病院に向かいました。病院といっても、丘

おか

の斜
しゃ

面
めん

につくられた横
よこ

穴
あな

に2段
だん

ベッドが置かれ
ただけの施

し

設
せつ

です。しかも、アメリカ軍が上陸
すると、丘

おか

は絶
た

え間なく砲
ほう

弾
だん

が飛び交
か

う戦場に
なりました。生徒たちはここで、前線から送ら
れてくる負

ふ

傷
しょう

兵
へい

の看
かん

護
ご

のほか、水くみや食料の
運
うん

搬
ぱん

、死体処
しょ

理
り

などの仕事にあたりました。
　動員された240人の生徒・教

きょう

師
し

のうち、136
名が亡

な

くなりました。戦後、彼女たちを「ひめ
ゆり学徒隊」とよぶようになりました。

女子生徒が動員された
「ひめゆり学徒隊」

両校の生徒たちは、恵
めぐ

まれた教育環
かん

境
きょう

のな
かで学生生活を送っていました。しかし、
アメリカ軍の爆

ばく
撃
げき

を受けて校
こう

舎
しゃ

は消失し、
廃
はい

校
こう

となりました。

男子生徒が動員された
「鉄血勤

き ん

皇
の う

隊
た い

」と「通信隊」

この記念写真は、女子生徒たちが「ひめゆり学徒隊」として動員されるおよそ１年前に撮
さつ

影
えい

されたものです。写っている50人のうち、中央の校長先生をふくむ21人が沖縄戦で亡
な

く
なりました。（写真提供：ひめゆり平和祈念資料館）

前年の修
しゅう

了
りょう

式
しき

の日に
動員数 1418名

死者数 792名

（『沖縄県史 各論編 第六巻 沖縄戦』より）

全男子学徒隊

※正
せい

確
かく

な人数はわかっていません。

ひめゆり学徒隊の足
そく

跡
せき

3月に南
は

風
え

原
ばる

の沖縄陸軍病院へ動員されたあと、
津
つ

嘉
か

山
ざん

や一
いち

日
にち

橋
ばし

、識
しき

名
な

などへそれぞれ十数人の女
子生徒が配置替

か
えとなりました。５月下旬には南

部へ撤
てっ

退
たい

します。６月18日に陸軍により解
かい

散
さん

命令
が出されると、壕

ごう
から追い出された女子生徒たち

は戦火にさらされ、半数以上が亡くなりました。

安
あ
里
さと

那
な
覇
は

首
しゅ
里
り

南
は え ば る
風原

与
よ
那
な
原
ばる

識
しき
名
な

一
いち
日
にち
橋
ばし

津
つ
嘉
か
山
ざん

山
やま
川
がわ
橋
はし

外
ほか
間
ま

糸
いと
数
かず

玉
たま
城
ぐすく新

あら
城
ぐすく

港
みなと
川
がわ

東
こ
風
ちん
平
だ

賀
か
数
かず

与
よ
座
ざ兼

かね
城
ぐすく

高
たか
嶺
みね

新
あら
垣
かき

真
ま
栄
え
平
ひら

摩
ま
文
ぶ
仁
に

真
ま
壁
かべ

糸
いと
洲
す

米
こめ
須
す伊

い
原
はら

山
やま
城
ぐすく喜

き
屋
や
武
ん

（写真提供：ひめゆり平和祈念資料館）

　沖縄戦では、師範学校や旧
きゅう

制
せい

中
学校（中学校、高等女学校、実業
学校）21校の生徒が「学徒隊」と
して戦場に動員されました。男子
生徒は14 ～ 19歳

さい

、女子生徒は
15 ～ 19歳

さい

のまだ10代の生徒た
ちが、戦争にかり出されたのです。

学徒隊

（出典：ひめゆり平和祈念資料館ホームページ）
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